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防
火
管
理
を
考
え
る

（
1
）防
火
管
理
と
は
何
か

防
火
管
理
は
、
消
防
法
第
８
条
や
第
８
条
の
２

の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
実
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ

た
っ
て
防
火
対
象
物
の
防
火
安
全
対
策
の
基
本
を

な
す
も
の
で
、
建
築
基
準
法
関
連
事
項
ま
で
含
め

た
幅
広
い
概
念
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
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避
難
行
動
は
楽
に
な
り
ま
す
し
、
火
災
被
害

も
局
限
化
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対
策
は
効

果
が
大
き
い
割
に
建
築
時
に
措
置
し
て
お
け
ば

大
し
た
費
用
は
か
か
ら
な
い
の
で
、
耐
火
建
築

物
の
歴
史
が
長
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
普
通

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
木
造
建
築
物
の

歴
史
が
長
か
っ
た
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な

わ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
な
と
こ
ろ
で
す
。

建
築
物
の
使
用
段
階
で
も
、
防
火
管
理
に

必
要
な
こ
と
の
多
く
が
法
令
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
防
炎
規
制
や
火
気
使
用
規
制
は
、

使
用
段
階
も
含
め
た
規
制
で
す
し
、
建
築
基

準
法
に
お
け
る
特
殊
建
築
物
や
設
備
に
つ
い
て

の
定
期
調
査
・
報
告
、
消
防
法
に
お
け
る
防
火

対
象
物
の
定
期
点
検
・
報
告
、
消
防
用
設
備
等

の
定
期
点
検
・
報
告
な
ど
も
、
法
令
で
義
務
づ

け
ら
れ
た
重
要
な
防
火
管
理
事
項
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
防
火
管
理
に
必
要
な
事
項

は
、
建
築
基
準
法
と
消
防
法
に
ま
た
が
り
、

消
防
法
の
中
で
も
、
法
第
８
条
だ
け
で
な
く
、

施
設
の
防
火
安
全
に
係
る
多
く
の
条
文
が
関

係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
規
制
は
、
鬱
陶
し

い
よ
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
防
火

安
全
対
策
の
た
め
に
必
ず
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば

難
し
い
の
で
、
法
令
基
準
が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

こ
こ
で
整
理
し
た
こ
と（
防
火
管
理
関
連
事

項
）の
中
に
は
、
建
築
時
に
措
置
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
の
防
火
関
係
規

定
と
消
防
法
の
規
制（
防
炎
規
制
、
火
気
使
用

設
備
規
制
、
消
防
設
備
規
制
な
ど
）に
よ
っ
て
、

最
低
限
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築
基
準
法

も
消
防
法
も
、
施
設
の
用
途
、
延
べ
面
積
、
階

数
な
ど
の
客
観
的
な
指
標
に
応
じ
て
火
災
危

険
度
を
評
価
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
そ
の
施
設
が

最
低
限
措
置
す
べ
き
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
違
反
建
築
物
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
対

策
は
措
置
済
み
と
考
え
て
よ
い
の
で
、
管
理
権

原
者
は
、
そ
れ
を
前
提
に
他
の
対
策
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
普
通
、
建
設

時
に
は
法
令
で
定
め
る
最
低
限
の
対
策
し
か

措
置
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
管
理
権
原
者
は
、
自

分
の
施
設
の
実
態
を
考
え
て
、
建
築
段
階
で
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
安
全
対
策
を
盛
り
込
ん
で
お

く
と
、
火
災
時
の
対
応
が
楽
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
避
難
路
の
途
中
に
遮
煙
性
能
の

あ
る
防
火
戸
を
細
か
く
設
置
し
て
お
け
ば
、

私
は
、「
防
火
管
理
」と
は
、「
防
火
対
象
物

の
火
災
に
よ
る
被
害
を
将
来
に
わ
た
っ
て
最
小

化
す
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
管
理

す
る
こ
と
」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
第
一
に
、
と

に
か
く
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

基
本
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
表
１
の
⑴
の
よ

う
な
こ
と
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
二
は
、
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
て
周
囲
に
知
ら
せ
る

と
と
も
に
、
消
火
・
消
防
へ
の
通
報
な
ど
の
初

期
の
火
災
対
応
行
動
を
的
確
に
お
こ
な
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
表
１
の
⑵

～
⑷
の
よ
う
な
こ
と
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り

防
火
管
理
と
は
何
か

ま
す
。

第
三
は
、
初
期
消
火
で
き
な
い
場
合
に
、
火

煙
の
閉
じ
込
め
と
煙
の
排
出
及
び
避
難
誘
導

を
的
確
に
お
こ
な
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
表
２
の
よ
う
な
こ
と
を
お
こ
な
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

第
四
は
、
第
一
か
ら
第
三
ま
で
に
整
理
し
た

こ
と
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
で
き
る
だ
け
高
い

確
率
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
表
３
の
よ
う
な
こ
と
を

お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

防
火
管
理
と
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
べ

て
お
こ
な
う
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
大
変
で
す
が
、
あ
る
施
設
の
火
災

被
害
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
人（
管
理
権
原
者
）

は
、
法
令
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
否
か
に

関
わ
り
な
く
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
こ
う
い
う

こ
と
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
考

え
て
み
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。管

理
権
原
者
や
防
火
管
理
者
が
こ
れ
ら
の

こ
と
を
す
べ
て
自
分
で
適
切
に
考
え
る
こ
と
は

防
火
管
理
と
法
令
基
準

予防塾選講
〜第52回〜

表１　出火防止から初期消火まで

（1）出火防止

火源（裸火のほか、火源になる可能性のあるあ
らゆる機械や器具（電気、油、ガスなどを使用
しているものはすべて））を適切に取り扱うと
ともに、維持管理を徹底する。
火源と可燃物が接触しないように、適切に維
持管理する。
火源と接触する可能性のある建材や物品は燃
えにくくしておく。

（2）早期発見
自動火災報知設備を設置する。
作動した感知器のある空間をできるだけ特定
し易くしておくと、感知器が作動した場所を
早く発見することができる。

（3）通報・連絡

自動火災報知設備の感知器が作動したことを
迅速に建物内にいる人に伝えて、初期対応の
人数を確保するとともに、避難の準備や避難
行動を始めさせる。
必要なら放送設備を設置し、非常時には適切
に放送する。
通報を電話で適切におこなえるよう訓練しておく。
通報をより早く適切におこなう必要があるな
ら、火災通報装置を設置する。
消防機関が認めるなら、火災通報装置を自動火
災報知設備の作動と連動させると、火災の発見
から通報まで自動的におこなうことができる。

（4）初期消火

消火器や消火栓などを準備し、適切に使える
ように訓練しておく。
消火栓など操作が多少複雑なものは、その分、
訓練を十分おこなう。
人による消火では十分でない場合は、スプリンク
ラー設備を設置する。これにより、火災の発見か
ら消火まで、自動的におこなうことができる。
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な
ら
な
い
こ
と
を
、
法
令
基
準
の
形
で
示
し
て

く
れ
て
い
る
、
と
も
い
え
ま
す
。
自
分
で
考
え

な
く
て
も
、
法
令
規
制
に
従
っ
て
い
れ
ば
、
少

な
く
と
も
そ
の
件
に
つ
い
て
は
最
低
限
必
要
な

こ
と
は
で
き
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

防
火
管
理
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
よ
う

な
視
点
か
ら
の
指
導
も
有
効
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

表2　火煙の閉じ込めと煙の排出及び避難誘導

（1） 火煙の閉じ
込め

出火室の扉を閉めて、火と煙を閉じ込める。
扉閉鎖の確実性を高めたいなら扉を自動閉鎖式にし、扉の防火性
を高めたいなら防火戸仕様にし、煙を長く閉じ込めたいなら遮煙
性のある扉にする。

（2） 避難路の確
保

防火性と遮煙性のある階段を適度な間隔で適切な位置に配置す
る。
避難路となる廊下や階段の内装は燃えにくいものにしておく。
避難路には、火煙の拡大を防止することができ、かつ、避難を妨
げない構造の防火戸を適切に配置する。
避難路には、避難の妨げとならないよう、また延焼ルートとなら
ないよう、不適切な物品が放置されないように管理する。
火災時に起こる停電に備えて、避難路の明るさを保つよう、非常
電源を備えた照明装置を適切な間隔で配置する。
避難路をできるだけ長く使えるよう排煙窓や排煙設備を設けてお
き、火災時にはこれらを適切に作動させて、漏出・拡大して来た
煙を排出する。

（3） 避難誘導・
避難介助

施設の実態に応じ、消防隊が救助しやすいことも考慮して、どこ
に、どういうルートを通って、何分以内に避難すべきか考える。
避難路を容易に把握できるよう、避難路を示した平面図、誘導灯、
誘導標識などを適切に配置する。
施設の実態に応じ、自力避難ができる人には避難誘導を、自力避
難ができない人には避難介助を、それぞれ適切にできるよう、関
係職員を訓練しておく。

（4） 迅速な消防
活動のため
の準備

消防隊が到着した時迅速に活動できるよう、アクセスルートの確
保と維持、消防隊への情報提供体制の準備と訓練をおこなう。

表3　火災リスク最小化のための体制整備

（1） 防火管理者
の専任

火災の被害について責任を負う人（管理権原者）は、通常はその施
設のトップだが、トップがこれらのことをすべておこなうことは
できないので、代わりに責任をもっておこなう人（防火管理者）を
選任し、必要な権限を委譲する。

（2） 全体戦略の
構築

施設の実態に応じ、許容範囲内の費用と人手で将来にわたって防
火安全に関して最大の効果が得られるような戦略を考え、実施す
る。

（3）維持管理
機械・機具類については、適切な点検及び維持管理がおこなわれ
るよう、担当者を決めて役割と責任を明確にし、確実に実施され
るようにする。

（4） 自衛消防組
織の編成と
訓練

その他の日常の維持管理についても、担当者及びその役割と責任
を決めて、確実に実施されるようにする。
関係職員については、火災時におこなうべき役割を定め、いざと
いう時に適切に活動できるように、個々の活動や連携について訓
練をしておく。
高齢者福祉施設の夜間の火災など、人が少ないのに対応事項が多
い場合には、できるだけ自動化を図る。

（5） 消防計画の
作成

（表1）～（表3）に掲げたことが将来にわたって確実に実施される
よう、情報を整理して文書化し、関係者間で共有する。
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